
2025年度ちがさき・さむかわこどもファンド事業実施報告書 
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  ３月
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１ グループの名前
な ま え

 

ふりがな こわだしょうがっこうよねんいちくみ 人数
にんず う

 

グループの

名前
な ま え

 
小和田小学校４年１組 

３１名
めい

 

２ 活動
かつど う

の名前
な ま え

 

 小和田調査隊 2025～よりよい社会を目指し～ 

３ 活動
かつど う

内容
ないよ う

 

①活動
かつどう

の時期
じ き

 ②活動
かつどう

の内容
ないよう

 

2025年
ねん

 7月 13日
にち

 
ちがさき・さむかわこどもファンド公開

こうかい

審査会
しんさかい

でプレゼン 

茅ヶ崎市
ち が さ き し

役所分
やくしょぶん

庁舎
ちょうしゃ

コミュニティホール

2025年 7月～9月 

フードロス問題についての学習

フードドライブ活動にむけての準備

（資料作成、広報活動、返礼品づくり、など）

2025年 10月 8日 茅ケ崎フェスティバルにてフードドライブを実施 

2025年 10月 集まった食品を茅ケ崎市に寄付 

次の活動に向けて準備 

2025年 11月 8日 小和田小学校でフードドライブを実施 

学習発表会 

2025年 11月 次の活動に向けての準備 

2025年 12月 20日 こども大会でフードドライブを実施 

2026年 1月 集まった食品を整理し茅ケ崎市に寄付 

活動の振り返りとまとめ 



４ 活動
かつど う

の効果
こ う か

 

【感想
かんそう

】 
フードドライブという活動をして、たくさんの寄付が集まってうれしかった。だけど、それだけ家には不

要なものがあることを知ったので、家でも余計なものはなるべく買わないようにした方がよいと思った。 

【よくなったと思
お も

うこと】 
フードロス問題を考えるきっかけになった

フードドライブという活動を知ってもらい、フードロスが少しは減った。

フードドライブ以外にもフードロスを減らす取り組みがあることを知ってもらえた。

５ 気づきポイント 

【つまづいた時
と き

、活動
かつど う

を進
すす

めるために、どんな工夫
く ふ う

をしたか、また、どうすればよかったと思
お も

うか】 

みんながそれぞれの得意分野をいかして仕事分担をした。工作が上手な人は返礼品づくり、絵

が上手な人はチラシ作り、人とお話するのが上手な人は案内係やチラシ配り地域の人とのやりとり

を担当する、力持ちは寄付食料を運ぶ、声の大きい人は宣伝をする、計算の得意な人は寄付食料

を整理して仕分けする、などみんなで協力して取り組んだ。 

【今回
こ ん か い

の活動
か つ ど う

に協力
きょうりょく

してくれる人
ひ と

たちがいたら教
お し

えてください。】 

・チラシを置いてくださった、公民館の職員さん、スーパーの店員さん

・フードドライブで寄付をしてくださった地域の皆さん

・家でとれたお米を寄付できるか相談してくださった、農家のかた

・寄付の案内をしてくださった、茅ケ崎市役所の職員さん

・フードドライブの資料や受付セット、のぼり旗を提供してくださったかながわフードバンクの職員

さん 

・活動に関する情報提供をしてくださった、サポートちがさきのスタッフさん

・活動に関する情報提供をしてくださった、こども食堂のスタッフさん

６ 今後
こ ん ご

の展望
てんぼ う

など 

フードロスを減らすことは、ただもったいないということだけではなく、多くの人にちゃんと食料が

いきわたることができて、世界の食料不足の問題を解決する一つになる。みんなで考えなくてはい

けない問題だと思う。そのためにはもっと勉強してどのような問題があるのか知り、どうすれば解決

するのか考えていかなくてはいけない。 

フードドライブ活動を通して、世界だけでなく、日本でも十分な食料が買えなくて困っている家庭

や子どもたちがいることを知って、寄付した食料がそういった困っている人たちの役に立っている。

みんなで協力しあうことで、助け合える社会をつくっていきたい。 



７ 活動
かつど う

の様子
よ う す

 

チラシ、ポスター等の広告づくり。たくさんの人にきてもらえますように

学校へ来た人にフードドライブの案内をする。「フードドライブって知ってますか？」からはじ

まり、丁寧に活動の説明をしました。最初は緊張していたけど、だんだんとスムーズに案内でき

るようになりました。 

フードドライブで寄付してくださった方への返礼品をつくる。紙粘土でアクセサリーづくり、細

かな作業も集中して、渡す人のことを考えながらつくりました。 



フードロス問題について学習したことをポスターセッション形式で発表する様子。発表の内容を

聞いた方から、質問や意見を聞きながらやりとりしました。今までの取り組みを振り返りながら

理解を深めました。 

公民館（小和田コミセン、辻堂ゆずルーム）へチラシを置かせてもらいに行く。 

スーパー（エスパティオ小和田店、クリエイト辻堂店）へチラシを置かせてもらいに行く

みなさん、こころよくチラシを置かせてくださいました。ご協力ありがとうございます。 



フードドライブ実施当日。地域の方からの寄付を受け付ける。当日はたくさんの方が来校して寄

付をしてくださり、大忙しでした。会場では誘導する人や受付をする人、資料を渡す人など、分

担して活動しました。 

学習発表会の資料の一部 提供されたのぼり旗をつかって 

寄付された食品を種類別に整理しました。 宣伝につかったチラシ 



グループ名
めい

    小和田小学校４年１組 

2025年度
ね ん ど

決算
けっさん

報告書
ほうこくしょ
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にゅう

収入
しゅうにゅう

 の 内容
ないよう
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がく

 決算
けっさん

額
がく

 内
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わけ

 

こどもファンド助成金 50000円 50000円 

自己負担金 949円 0円 

合計 50949円 50000円 

※収 入
しゅうにゅう

と支出
ししゅつ

の合計
ごうけい

が同
おな

じとなるように書
か

いてください。 

支
し

出
しゅつ

支出
ししゅつ

 の 内容
ないよう

 予算
よ さ ん

額
がく

 決算
けっさん

額
がく

 内訳
うちわけ

 (単価
た ん か

・個数
こ す う

・回数
かいすう

・人数
にんずう

など) 

調査活動物品 5500円 3740円 タッチペン（@110円×34個）

返礼品材料費 43689円 15520円 紙粘土、絵具等 

宣伝広告費 1760円 0円 

返納金 0円 30740円 

合計 50949円 50000円 


